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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 43,990 1.2 1,343 △7.8 1,394 △19.8 823 △15.8

2024年５月期第３四半期 43,480 0.8 1,457 3.0 1,738 11.8 977 11.9

（注）包括利益 2025年５月期第３四半期 800百万円（△22.9％） 2024年５月期第３四半期 1,038百万円（33.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第３四半期 42.90 －

2024年５月期第３四半期 50.96 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 37,381 16,503 44.1

2024年５月期 38,503 16,815 43.7

（参考）自己資本 2025年５月期第３四半期 16,503百万円 2024年５月期 16,815百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 29.00 － 29.00 58.00

2025年５月期 － 29.00 －

2025年５月期（予想） 29.00 58.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,000 4.2 3,350 0.5 4,000 1.2 2,500 2.1 130.28

１．2025年５月期第３四半期の連結業績（2024年６月１日～2025年２月28日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年５月期３Ｑ 20,464,800株 2024年５月期 20,464,800株

②  期末自己株式数 2025年５月期３Ｑ 1,274,736株 2024年５月期 1,274,736株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期３Ｑ 19,190,064株 2024年５月期３Ｑ 19,190,093株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注）詳細は、添付資料Ｐ.7「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項　四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.3「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は、開示同日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下、各種政策の効果もあり、緩や

かな回復が続くことが期待されております。一方で、欧米における高い金利水準の継続、アメリカの政策動向やロ

シア・ウクライナ、中東地域等の海外情勢、金融資本市場の変動等による景気への影響に十分注意する必要があり

ます。

当社グループの事業は、待機児童、女性活躍、人口減少による人材不足、出産・育児による離職、介護離職等の

社会課題と密接に関連しており、関わる全ての人の間に「ありがとう」が自然にあふれ、「あなたでよかった、あ

りがとう。」と感じていただける気持ちを循環させてまいります。今後もグループ理念である「...planning the 

Future～人を活かし、未来を創造する～」に基づき、人生のどの段階においてもなくてはならない企業グループを

目指すため、少子高齢化社会における就業人口の増加に注力するとともに、グループ各事業において高品質のサー

ビスを提供することで、持続可能な社会の実現に寄与してまいります。

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高439億90百万円（前年同期比1.2％増）、営業利益は、前連結会

計年度に開設した介護付有料老人ホームの先行的な運営コストが発生したことから13億43百万円（同7.8％減）、

経常利益は、設備補助金収入が減少したことから13億94百万円（同19.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益８億23百万円（同15.8％減）となりました。

　各セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（子育て支援サービス事業）

　子育て支援サービス事業につきましては、厚生労働省が2024年９月に発表した人口動態統計（確定数）の概況に

よれば、2023年の出生数は727,288人と前年の770,759人からさらに減少し、調査開始以来最少を記録しておりま

す。

　一方で潜在的な待機児童数（入所を希望しているが待機児童として数値に現れない児童）は71,032人（2024年４

月現在）に及ぶこと、また放課後児童クラブにおける待機児童数は17,686人（2024年５月１日現在）と2023年５月

１日時点より1,410人増加するなど依然として首都圏を中心に待機児童問題は深刻であること、さらに女性就業率

は上昇傾向にあることから、大都市圏における保育ニーズは引き続き高い水準で推移すると想定され、いまだ保育

の受け皿確保に向けた各種施策の推進が急務となっております。政府も、次元の異なる少子化対策の実現に向けた

「こども未来戦略」を2023年12月に閣議決定し、児童手当の拡充や就労要件を問わず保育を利用できる「こども誰

でも通園制度」の創設、職員配置基準改善、保育士等の処遇改善等の施策を進めており、国策としての少子化対策

も一層強化されることが予想されます。

　そのため連結子会社であるライクキッズ株式会社は民設の認可保育園開設だけでなく、自治体が開設した保育園

の運営受託、不動産開発事業者による大規模開発案件での新規保育園開設、病院・企業・大学等が設置する企業主

導型保育等の事業所内保育施設の運営受託、自治体からの学童クラブ・児童館の運営受託等、あらゆる側面から保

育の受け皿整備に尽力するとともに、連結子会社であるライクスタッフィング株式会社と密接に連携することで、

保育の質を担保する優秀な保育士の採用にも注力いたしました。

　また、2025年４月１日時点での当連結会計年度における認可保育園の開設数は計７ヶ所、学童クラブ等の開設数

は計８ヶ所、受託保育施設は計３ヶ所となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は221億38百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益は人

件費の上昇及び物価高騰にかかる原価の上昇があったものの、のれん償却額の減少及び当第３四半期連結累計期間

における期ズレ補助金が増加したことから７億２百万円（同12.8％増）となりました。
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（総合人材サービス事業）

　総合人材サービス事業につきましては、日本国内において少子高齢化に伴う労働力人口の減少が深刻化する中

で、社会インフラとも呼べる当社の注力業界では、人材の確保が重要な経営課題となっております。

　そのため、連結子会社であるライクスタッフィング株式会社では事業領域とするモバイル、物流・製造、コール

センター、保育・介護、建設業界において、就業人口の増加に向けた営業活動を展開いたしました。

　モバイル業界においては、社会全体の人材不足に加え、他業種との人材獲得競争の激化も伴い、人材確保が難航

いたしましたが、キャリア各社の顧客争奪の場となる家電量販店向けの人材を中心に人材需要は引き続き堅調で、

単価も上昇傾向にあります。物流業界では、大手企業で物流施設の業務効率化が進んだことにより新規の人材派遣

需要が減少いたしました。人材不足が深刻さを増している保育・介護業界に対しては、社内の営業体制の見直しや

連結子会社であるライクキッズ株式会社・ライクケア株式会社で施設運営を行っているノウハウを採用力に繋げ、

人材の派遣・紹介を強化しております。

　次の成長軸となる事業として、以前より推進している外国人材就労支援サービスの拡大についても引き続き注力

いたしました。人材が逼迫する介護業界へ積極的な営業活動を展開し、より多くの企業様においてスムーズな受け

入れをしていただけるよう、生活のサポートを含む働きやすい環境の整備を継続してまいります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、稼働スタッフ数が減少したことにより154億17百万

円（前年同期比7.7％減）、営業利益は10億49百万円（同0.1％減）となりました。

（介護関連サービス事業）

　介護関連サービス事業につきましては、連結子会社であるライクケア株式会社が、神奈川県・東京都・埼玉県と

いった65歳以上の人口が多い首都圏において、介護付有料老人ホーム等を運営しております。医療連携を強みと

し、24時間看護師が常駐し看取り介護を行っている施設も多いことから、介護度が高く、ご自宅での介護が困難で

ある方が入居されております。

　また2024年２月に開設したフェリエ ドゥ 上井草に続き、2025年２月には埼玉県春日部市にサンライズ・ヴィラ

春日部東（72室）を開設し運営施設数は26施設となりました。埼玉県春日部市では、サンライズ・ヴィラ春日部、

サンライズ・ヴィラ北春日部に続き、３施設目の開設です。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は63億71百万円（前年同期比5.0％増）、営業利益は

2024年２月に開設したフェリエ ドゥ 上井草の先行的な運営コストが発生したため２億９百万円（同43.4％減）と

なりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は373億81百万円（前期末比11億22百万円減）、純資産は165億３百

万円（同３億12百万円減）、自己資本比率は44.1％（同0.4ポイント増）となりました。

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は144億90百万円（前期末比21億14百万円減）となりまし

た。これは、現金及び預金の減少14億91百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少９億25百万円等があったこ

とによります。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は228億90百万円（前期末比９億92百万円増）となりまし

た。これは、子育て支援サービス事業における新規開園等に伴う有形固定資産の増加７億36百万円、繰延税金資産

の増加２億69百万円等があったことによります。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は115億18百万円（前期末比４億99百万円増）となりまし

た。これは、短期借入金の増加14億20百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少５億59百万円、未払金の減少２

億19百万円、賞与引当金の減少３億26百万円、未払法人税等の減少１億46百万円等があったことによります。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は93億58百万円（前期末比13億９百万円減）となりまし

た。これは、長期借入金の減少12億10百万円等があったことによります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は165億３百万円(前期末比３億12百万円減）となりました。

これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上８億23百万円、配当金の支払11億13百万円等があったことによ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年７月12日に公表いたしました通期の連結業績予想から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,439,595 7,947,903

受取手形、売掛金及び契約資産 6,127,312 5,201,643

原材料及び貯蔵品 4,321 27,094

その他 1,056,694 1,348,860

貸倒引当金 △22,490 △34,871

流動資産合計 16,605,433 14,490,631

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,225,492 12,760,463

機械装置及び運搬具（純額） 22,174 29,912

土地 － 416,800

リース資産（純額） 2,862,484 2,734,682

建設仮勘定 68,622 1,005,927

その他（純額） 352,397 320,334

有形固定資産合計 16,531,172 17,268,120

無形固定資産

のれん － 61,916

その他 191,335 186,204

無形固定資産合計 191,335 248,120

投資その他の資産

投資有価証券 460,061 415,632

関係会社株式 30,000 30,000

長期貸付金 736,405 695,009

差入保証金 2,852,564 2,892,320

繰延税金資産 815,012 1,084,803

その他 322,716 301,601

貸倒引当金 △41,586 △45,222

投資その他の資産合計 5,175,172 5,374,144

固定資産合計 21,897,679 22,890,385

資産合計 38,503,113 37,381,017

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 190,109 203,104

短期借入金 1,400,000 2,820,000

１年内返済予定の長期借入金 2,791,315 2,231,387

未払金 3,942,911 3,723,395

未払法人税等 482,825 336,265

未払消費税等 289,314 244,841

賞与引当金 819,083 492,866

株主優待引当金 116,233 21,448

その他 987,580 1,445,445

流動負債合計 11,019,374 11,518,754

固定負債

長期借入金 5,541,915 4,331,883

繰延税金負債 65,666 54,018

資産除去債務 1,154,402 1,167,481

受入入居金 788,418 800,770

退職給付に係る負債 462,609 505,296

リース債務 2,578,065 2,443,862

その他 76,920 55,310

固定負債合計 10,667,999 9,358,623

負債合計 21,687,373 20,877,378

純資産の部

株主資本

資本金 1,548,683 1,548,683

資本剰余金 165,827 165,827

利益剰余金 15,640,443 15,350,705

自己株式 △741,143 △741,143

株主資本合計 16,613,811 16,324,073

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 205,396 178,783

退職給付に係る調整累計額 △3,467 782

その他の包括利益累計額合計 201,928 179,565

純資産合計 16,815,740 16,503,639

負債純資産合計 38,503,113 37,381,017

- 5 -

ライク株式会社（2462）2025年５月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2025年２月28日)

売上高 43,480,813 43,990,753

売上原価 37,872,333 38,673,581

売上総利益 5,608,479 5,317,172

販売費及び一般管理費 4,151,152 3,973,286

営業利益 1,457,327 1,343,885

営業外収益

受取利息 4,292 6,955

受取配当金 8,006 7,933

投資事業組合運用益 4,060 9,753

設備補助金収入 334,623 95,299

その他 27,860 41,174

営業外収益合計 378,844 161,115

営業外費用

支払利息 76,032 88,127

投資事業組合運用損 5,789 －

寄付金 12,000 12,000

その他 3,719 10,038

営業外費用合計 97,541 110,165

経常利益 1,738,629 1,394,835

特別利益

固定資産売却益 18 2,596

特別利益合計 18 2,596

特別損失

固定資産除却損 2,096 6,247

事務所移転費用 － 4,184

賃貸借契約解約損 146,228 －

システム障害対応費用 － 60,355

特別損失合計 148,325 70,787

税金等調整前四半期純利益 1,590,322 1,326,643

法人税等 612,390 503,358

四半期純利益 977,932 823,285

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 977,932 823,285

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2025年２月28日)

四半期純利益 977,932 823,285

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 50,918 △26,613

退職給付に係る調整額 9,956 4,249

その他の包括利益合計 60,874 △22,363

四半期包括利益 1,038,807 800,922

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,038,807 800,922

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年同期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年同期の四半期連結財務諸表及び

前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によってお

ります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

総合人材
サービス事業

子育て支援
サービス事業

介護関連
サービス事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
16,702,046 20,646,421 6,066,259 43,414,727 66,085 43,480,813 － 43,480,813

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

412,406 － － 412,406 968,132 1,380,538 △1,380,538 －

計 17,114,452 20,646,421 6,066,259 43,827,134 1,034,217 44,861,352 △1,380,538 43,480,813

セグメント利益 1,050,143 622,899 370,679 2,043,722 88,750 2,132,472 △675,145 1,457,327

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

総合人材
サービス事業

子育て支援
サービス事業

介護関連
サービス事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
15,417,375 22,138,400 6,371,523 43,927,300 63,453 43,990,753 － 43,990,753

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

301,352 － － 301,352 1,001,861 1,303,214 △1,303,214 －

計 15,718,728 22,138,400 6,371,523 44,228,653 1,065,315 45,293,968 △1,303,214 43,990,753

セグメント利益 1,049,413 702,864 209,671 1,961,949 92,469 2,054,418 △710,533 1,343,885

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2024年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であります。

２．セグメント利益の調整額△675,145千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用等であ

ります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年６月１日　至　2025年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であります。

２．セグメント利益の調整額△710,533千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（2024年５月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年２月28日）

当座貸越極度額の総額 8,100,000千円 8,100,000千円

借入実行残高 1,400,000 2,820,000

差引額 6,700,000 5,280,000

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

当座貸越契約

　当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しており

ます。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年６月１日

至  2024年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年６月１日

至  2025年２月28日）

減価償却費 1,022,294千円 1,101,050千円

のれんの償却額 73,610 6,879

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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